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SAMANOSUKE

NAOTORA
×

平
成
29
年
1
月
か
ら
、
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 
直な
お
虎と
ら
」
の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、

戦
国
時
代
、
後
に
大
老
井い

伊い

直な
お
弼す
け
を
輩
出
す
る
井
伊
家
を
滅
亡
の
危
機
か
ら
守
り
抜
い
た
女
性
の
物
語
。
主
人

公「
直
虎
」は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち
に
と
っ
て
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
今
回

は
、
直
虎
と
御
前
崎
市
に
ま
つ
わ
る
物
語
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
　
暦

和
　
暦

歴
　
史
　
事
　
項

参
　
考

１
５
３
６

天
文
５
年

今
川
義
元
が
家
督
を
継
ぐ
。

１
５
３
９

天
文
８
年
頃

今
川
氏
と
井
伊
氏
が
和
睦
す
る
。
今
川
一
族
新
野
左
馬

助
、
目
付
家
老
と
し
て
井
伊
家
に
付
属
し
、
新
野
左
馬

助
の
妹
祐ゆ

う
し
ゅ
ん
に

椿
尼
が
井
伊
直
盛
の
正
室
と
な
る
。

１
５
４
４

天
文
13
年

井
伊
直
満
、
直
義
、
今
川
氏
に
誅
ち
ゅ
う
殺さ
つ
さ
れ
る
。
直
満
の

子
で
あ
る
亀か
め
之の

丞じ
ょ
う（
の
ち
の
直な
お
親ち
か
）、
信
州
市
田
郷
松
源

寺（
現
在
の
長
野
県
高
森
町
）へ
逃
れ
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
５
５

弘
治
元
年

亀
之
丞
、
井い
い
の
や
伊
谷（
現
在
の
浜
松
市
北
区
引
佐
町
の
辺

り
）へ
帰
り
直
盛
の
養
子
と
な
っ
て
直
親
と
名
乗
る
。

井
伊
家
伝
記

御
前
崎
市
と
の
ゆ
か
り
と
は

　

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
な
る

「
井
伊
直
虎
」
と
の
ゆ
か
り
は
、
新

野
地
区
に
あ
り
ま
す
。

　

時
代
は
戦
国
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
遠え
ん

州し
ゅ
う

城き

東と
う

郡ぐ
ん

新に
い

野の

村む
ら（
現

在
の
新
野
地
区
）
三さ
ん
千ぜ
ん
石ご
く
の
地
頭
に

「
新
野
左
馬
助
親
矩（
以
下
新
野
左

馬
助
）」
と
い
う
武
将
が
い
ま
し
た
。

こ
の
新
野
左
馬
助
は
今
川
氏
の
一

族
で
、
新
野
地
区
に
あ
っ
た
舟ふ
な

ケが

谷や

城じ
ょ
うを
居
城
と
し
、
井
伊
家
一
族

の
奥お
く

山や
ま

因い
な
ば
の
か
み

幡
守
の
妹
を
妻
に
し
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
こ
こ
が
一

つ
目
の
接
点
、
御
前
崎
市
と
井
伊

家
の
つ
な
が
り
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

直
虎
の
伯
父「
新
野
左
馬
助
」

　

二
つ
目
の
接
点
と
な
る
の
が
血

筋
で
す
。
直
虎
の
父
親
は
井い

伊い

直な
お

盛も
り
、
母
親
は
新
野
左
馬
助
の
実
の

妹
祐ゆ
う
し
ゅ
ん
に

椿
尼
で
し
た
。

　

新
野
左
馬
助
に
と
っ
て
、
直
虎

は
姪め
い

に
あ
た
り
、２
人
は
大
変
濃
い

血
縁
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。（
家
系
図
参
照
）

夫婦

実子

養子

数字は井伊家
歴代当主

井
伊
家
を
救
っ
た
情
け
の
武
将

　
　
　
　
　
「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
河
ド
ラ
マ

新
野
左
馬
助
親
矩

新
野
左
馬
助
親
矩
妹（
祐ゆ
う
し
ゅ
ん
に

椿
尼
）

井
伊
直
親

井
伊
直
政

奥
山
因
幡
守
朝
利
女

井
伊
直
虎（
次
郎
法
師
）

奥
山
因
幡
守
朝
利
妹

【養子】

直
虎
を
め
ぐ
る
新
野
家
・
井
伊
家
の
家
系
図

井
伊
直
親

鈴
木
長
門
守
重
勝
女

南
渓
和
尚

井
伊
直
盛

井
伊
直
満

井
平
河
内
守
直
郷
女

井
伊
直
宗
21

22

23

24
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１
５
６
０

永
禄
３
年

桶
狭
間
の
戦
い

井
伊
直
盛
、
今
川
義
元
と
共
に
戦
死
す
る
。

１
５
６
１

永
禄
４
年

虎
松（
後
の
井
伊
直
政
）が
生
ま
れ
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
２

永
禄
５
年

新
野
左
馬
助
が
今
川
氏う
じ
真ざ
ね
に
、
直
親（
虎
松
の
父
）に
は

異
心
が
無
い
こ
と
を
弁
明
す
る
が
、
今
川
氏
重
臣
に
よ

り
掛
川
城
下
で
誅
殺
さ
れ
る
。
虎
松
は
、
新
野
左
馬
助

に
命
を
助
け
ら
れ
、
井
伊
谷
の
新
野
家
で
養
育
さ
れ
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
４

永
禄
７
年

新
野
左
馬
助
、
中
野
信し
な
の
か
み

濃
守
、
引
馬
城
攻
め
で
天
間
橋

（
現
在
の
浜
松
市
東
区
安
間
町
の
辺
り
）で
討
死
す
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
５

永
禄
８
年

直
盛
の
娘
・
次
郎
法
師
、
幼
い
虎
松
の
後
見
人
と
し
て

直
虎
と
名
乗
り
井
伊
家
当
主
と
な
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
６
８

永
禄
11
年

龍り
ょ
う
た
ん
じ

潭
寺
の
南な
ん
渓け
い
和お

尚し
ょ
うが
虎
松（
８
歳
）を
三
河
鳳
来
寺
へ

逃
が
す
。

井
伊
家
伝
記

１
５
７
２

元
亀
３
年

三
方
ケ
原
の
戦
い

１
５
７
５

天
正
３
年

長
篠
の
戦
い

虎
松
、
徳
川
家
康
へ
出
仕
す
る
。
徳
川
家
康
が
虎
松
に

万
千
代
の
名
を
与
え
る
。

井
伊
家
伝
記

１
５
７
８

天
正
６
年

直
盛
の
正
室（
新
野
左
馬
助
妹
・
祐
椿
尼
）没
。

１
５
８
２

天
正
10
年

本
能
寺
の
変

８
月
26
日
、
直
虎（
次
郎
法
師
）没
。
万
千
代
、
元
服
し
、

井
伊
兵
部
少
輔
直
政
と
名
乗
る
。

井
伊
家
伝
記

１
６
０
０

慶
長
５
年

関
ケ
原
の
戦
い

「
直
政
」命
の
恩
人

　

永
禄
３
年（
１
５
６
０
）、
桶
狭

間
で
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
敗

れ
、
今
川
義
元
と
共
に
直
虎
の
父

で
あ
る
井
伊
直
盛
も
戦
死
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
井
伊
家
の
家

督
を
直
盛
の
い
と
こ
に
あ
た
る
井

伊
直な
お

親ち
か

が
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
桶
狭
間
の
負
け
戦
で
今

川
家
は
家
臣
が
次
々
に
離り

反は
ん

し
て

い
た
た
め
、
井
伊
家
家
老
小
野

但た
じ
ま
の
か
み

馬
守
が「
直
親
が
松
平
元
康（
後

の
徳
川
家
康
）
に
寝
返
り
攻
め
て
く

る
」
と
い
う
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を

告
げ
口
す
る
と
今い
ま

川が
わ

氏う
じ

真ざ
ね

は
信
じ
、

直
親
は
掛
川
城
下
で
今
川
家
の
重

臣
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

直
親
の
子
・
虎と
ら

松ま
つ

に
も
誅
ち
ゅ
う

殺さ
つ（
※
）

の
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
新
野
左
馬
助
が
自
分
の

命
に
替
え
て
虎
松
の
命
を
助
け
て

ほ
し
い
と
懇
願
し
、
そ
れ
が
許
さ

れ
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
虎
松
は
、
後
に
井
伊

直
政
と
名
前
を
変
え
、
徳
川
四
天

王
と
称
さ
れ
た
人
物
で
、
新
野
左

馬
助
は
、
井
伊
家
最
大
の
危
機
を

救
っ
た
功
労
者
と
し
て
後
々
ま
で

た
た
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

※
誅
殺
…
罪
を
と
が
め
て
殺
す
こ
と

新野家 家紋

井伊家 家紋

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
豆
知
識

　
「
左
馬
助
」
や「
因
幡
守
」「
但
馬

守
」
な
ど
は
役
職
名
。
新
野
左
馬

助
は
親
矩
が
名
前
に
な
り
ま
す
。
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市
内
数
々
の
ゆ
か
り
の
地

市
内
に
は
、
新
野
左
馬
助
が
居
城

と
し
て
い
た
舟
ケ
谷
城
を
は
じ
め
と

す
る
城
跡
や
、
新
野
氏
の
墓
石
を
ま

つ
る
左さ

馬ま

武た
け
神じ
ん
社じ
ゃ
な
ど
ゆ
か
り
の
あ

る
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
左
馬

武
神
社
で
は
、
毎
年
、
春
先
に
地
元

「
新
野
左
馬
助
公
顕け
ん

彰し
ょ
う
会か
い
」に
よ
り
、

遺
徳
を
し
の
ぶ
献
茶
祭
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
献
茶
祭
で
は
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
手
も
み
の
新
茶

が
献
上
さ
れ
ま
す
。

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

市
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な

城
主 

直
虎
」の
放
送
に
伴
い
、
新
野

左
馬
之
助
が
直
虎
と
大
変
ゆ
か
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
野
左
馬
之
助
公

顕
彰
会
の
会
員
や
各
団
体
な
ど
が
集

ま
り
、
こ
の
ド
ラ
マ
を
応
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
御
前
崎
や
新
野

左
馬
助
の
こ
と
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
げ

よ
う
と
、取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

八幡平城跡八幡平城跡

舟ヶ谷城跡舟ヶ谷城跡

天ヶ谷の城平天ヶ谷の城平
新野こどもの里

釜原城跡釜原城跡
NN

　普段から顕彰会で慣れ親しんでいる
身近な新野左馬助の姪

めい
が、大河ドラマ

になると聞いて大変驚きました。これ
を機に御前崎、新野地区の活性化につ
ながるとうれしいです。最近では「左
馬武神社はどこですか」と尋ねられる
こともあって、少しずつ訪問者も増え
てきている実感がありますね。

横山貴子さん
（72・新野南）

新野左馬助公顕彰会会員

新野左馬助親矩をまつった「左馬武神社」　献茶祭の様

　　古きをたずね、新しきを知る。
　今回の特集は、地元の偉人「新野左馬助親矩」の一部を紹介しましたが、まだまだ、多くの新野氏にまつわる
逸話や史跡があります。
　今後は「History キラリを再発見」のコーナーを番外編でシリーズ化（全12回予定）してお知らせしていきま
す。この機会に直虎を取り巻く物語や地域の歴史を知ってみるのもいいかもしれませんね。

取材協力：新野左馬助公顕彰会、浜松歴女探検隊

インタビュー
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Omaezaki City Information

02 夢咲牛が全国ご当地どんぶり選手権に出場

問い合わせ　農林水産課　☎０５３７�１１２５

御
前
崎
市
ご
当
地
グ
ル
メ
検

討
委
員
会（
増
田
樹
彦
委
員
長
）

は
、
夢
咲
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を

特
別
に
ど
ん
ぶ
り
に
仕
上
げ
た

「
夢
咲
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
ハ

ヤ
シ
丼
」
で
全
国
ご
当
地
ど
ん

ぶ
り
選
手
権
に
出
場
し
ま
す
。

「
遠
州
夢
咲
牛
」
の
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
を
使
用
し
た
ぜ
い
た
く

な
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
、
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
と
う
ま
味
を
凝
縮
し

た
ハ
ヤ
シ
ソ
ー
ス
の
相
性
が
抜

群
で
す
。

増
田
委
員
長
に
よ
る
と
、
9

月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
予
選
会
で
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、

御
前
崎
市
や
遠
州
夢
咲
牛
に
興

味
を
持
っ
た
と
い
う
声
も
多
く

聞
か
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手

権
で
は
、
遠
州
夢
咲
牛
の
お
い

し
さ
を
全
国
に
広
め
、海
の
幸
、

山
の
幸
と
も
に
一
級
品
が
そ
ろ

う「
食
欲
解
放
区
・
御
前
崎
」を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
開
催
期
間

　
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
か
ら

17
日
㈰
ま
で

◆
開
催
場
所

　
東
京
ド
ー
ム

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◀予選会初出場で本選出場の
快挙を成し遂げた「夢咲牛
ローストビーフハヤシ丼」

01 家庭内でのノロウイルス食中毒にご注意ください

問い合わせ　環　境　下　水　道　課　☎０５３７�１１６２
 県西部保健所衛生薬務課　☎０５３７�３２６２

　
冬
季（
10
月
～
３
月
）は
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
ま
す
。

新
型
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
例
年
以
上
に
流
行

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
し
っ

か
り
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
急
性
胃
腸
炎
を

発
症
す
る
ほ
か
、
ウ
イ
ル
ス
の

付
着
し
た
食
品
や
感
染
し
た
人

が
調
理
し
た
食
品
を
食
べ
る

と
、
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

　
症
状
は
、吐
き
気・お
う
吐・

腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な
ど
で
、

症
状
が
回
復
し
て
も
数
週
間
は

便
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染

し
て
も
症
状
の
現
れ
な
い
人
が

い
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出

し
て
感
染
源
と
な
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

①
家
族
全
員
で
し
っ
か
り
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う（
特
に
、

ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
、

食
事
前
、
帰
宅
時
、
お
む

つ
交
換
後
）。
石
け
ん
を
つ

け
て
か
ら
水
洗
い
ま
で
を

２
回
行
う「
２
度
手
洗
い
」

が
効
果
的
で
す
。

②
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中

心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。（
特
に
二
枚

貝
の
調
理
は
注
意
が
必
要
）

③
多
数
の
人
が
手
を
触
れ
る

場
所（
ド
ア
ノ
ブ
、
水
道
蛇

口
な
ど
）
や
調
理
器
具
は
洗

浄
後
、
塩
素
系
消
毒
剤（
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
に

よ
る
殺
菌
消
毒
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

④
食
品
事
業
者
は
、
調
理
従

事
者
な
ど
の
健
康
を
管
理

し
、
下
痢
や
お
う
吐
な
ど

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
食

品
を
直
接
取
り
扱
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
う
吐
物
の
処
理
方
法

　
感
染
者
の
お
う
吐
物
や
お
む

つ
な
ど
は
、速
や
か
に
処
理
し
、

感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と

空
中
に
漂
い
、
口
に
入
っ
て
感

染
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
塩

素
系
消
毒
液
な
ど
で
拭
き
取
り

適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
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ストレスを上手に解消しよう
平成27年度こころの講演会が11月８日、原子力
広報研修センターで開催されました。滋賀医科大学
の田村祐樹医師が「もっと自分を大切に」と題して講
演すると、74人の参加者はリラックスしながらここ
ろのケアについて学びました。

河川・道路の環境を守ろう　
市内22事業所で構成する新野川・筬川の自然を
守る会会員21人が11月12日、新野川・筬川にまた
がる国道150号線の美化活動を実施しました。これ
は、環境を保全するために毎年実施されており、約
１時間半で約80㌔のごみが集まりました。

振り込め詐欺に気をつけて
毎月15日の「振り込め詐欺発生ゼロの日」を前に、
地域安全推進員ら14人が11月13日、浜岡郵便局前
で街頭広報を実施しました。参加者はのぼり旗を手
に入り口に立つと訪れたお年寄りらに「不審な電話
があったら家族や警察に相談を」と呼び掛けました。

支えてくれてありがとう
第11回御前崎市消防団消防祭が11月15日、浜岡
福祉会館駐車場で開催されました。消防祭は、消防
団員が日々の活動を支えてくれる家族や「消防団応
援の店」登録店に感謝するとともに、地域の防災意
識を高めることを目的に実施しています。

自慢の食材を市内外へＰＲ
第11回御前崎市大産業まつりが11月21、22日に
開催されました。市は「じまんのごちそうプロジェ
クト」の一環として、地元の豊富な食材をより広く
ＰＲするスローガン「食欲解放区・御前崎」を発表し、
その魅力を市内外へ発信すると宣言しました。

子どもたちの未来をつむぐ
子どもたちが頑張る姿を披露し、地域みんなで盛
り上げて応援していくため、平成27年度青少年の
未来をつむぐ集いが11月29日、市民会館で開催さ
れました。子どもたちが作文や三味線、ダンスを披
露すると、会場からは温かい拍手が送られました。
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多年にわたる功労に感謝
市の振興発展に寄与

平成27年度市表彰式・感謝状贈呈式が11月27日、
市役所で執り行われました。多年にわたり市の振
興発展に寄与した市長表彰１人と、９人に感謝状が
贈られました。石原市長は「皆さんの功労に感謝す
るとともに市の発展を支えてほしい」とたたえまし
た。表彰された松本一郎さん（塩原）は「栄誉にあず
かり大変うれしいです」と謝辞を述べました。表彰
の被表彰者、感謝状の受領者は、下記の通りです。

池新田中央線が開通
市中心部の重要な基幹道路

都市計画道路池新田中央線（県道掛川浜岡線）の開
通式が11月13日に開かれ、県や市、地元の関係者
ら約100人が参加しました。浜岡保育園の園児らも
テープカットに加わり開通を祝いました。従来はＳ
字にカーブし、歩道も狭かった部分が全長約580㍍
にわたり整備されました。石原市長は「円滑な交通
や居住環境の改善を期待するとともに緊急輸送や避
難道路としても活用したい」とあいさつしました。

（
地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
尽
力
）

元
池
新
田
西
財
産
区
管
理
会
会
長

地
方
自
治
功
労

松
本 

一
郎

市
長
表
彰

各
種
委
員
を
十
年
以
上
務
め
ら
れ
た
皆
様

感
謝
状

阿
部 

裕
和　
　

髙
久 

伸
子

国
保
運
営
協
議
会
委
員

平
野 

豊　
　

  

安
西 

昭
男

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

鷲
山 

義
雄

元
新
野
財
産
区
管
理
会
会
長

山
本 

節
子

元
行
政
相
談
委
員

澤
入 

勝
男

民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
石 

愛
子

元
保
護
司

伊
藤 

博
之

教
育
委
員
会
委
員

※
氏
名
の
敬
称
は
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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秋の読書週間に合わせて夜の図書館を楽しんでもら
おうと、「ジャズナイト」と題したジャズコンサートが、
市立図書館アスパルで開催されました。小原ジャズク
インテットの５人がサックスやピアノ、ギターなどで
本格的なジャズの演奏を披露すると、来場者は笑顔を
浮かべながら音色に耳を傾けていました。

夜の図書館にジャズが響く

◀約１時間にわたり「A列車で行こう」など８曲を披露

11/ ６

第12回御前崎市ママさんバレーボール大会が、御
前崎市Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で開催されました。
市内から９チームが参加して、トーナメント方式で順
位を競いました。選手らは華麗なサーブや力強いア
タックを決めるなど、熱戦を繰り広げました。

【結果】優勝　ウインズ　準優勝　レディースロック

真剣勝負でボールをつなげ

◀それぞれが抜群のチームワークで白熱した試合をみせた

11/ ８

白羽幼稚園の年長園児が、芋掘りに挑戦しました。
園児たちは、つるの周りの土をかき分けながら、大き
く育ったサツマイモを掘り起こしました。土の中から
サツマイモが現れると「わあ！大きい！」「たくさんと
れたよ」などと大はしゃぎ。収穫したサツマイモは、
幼稚園で焼き芋にして味わいました。

秋の恵みに笑顔があふれる

◀大きなサツマイモが姿を見せると大喜び

11/13

白羽小学校では、４年生53人が授業で芋切り干しを
考案した郷土の偉人栗林正蔵について学んでおり、地
域の歴史に詳しい曽根竹男さんを招いて、石臼で乾燥
させたサツマイモをひく作業を体験しました。「重くて
回すのが大変」と話した児童らは、後日、粉にしたサ
ツマイモを水と混ぜて、お日

ひ よ り
和いもを作りました。

昔ながらの石臼作業を体験

◀動かないように押さえながら力いっぱい臼を回す

11/17
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

伝統行事「奉納相撲」を身近に感じてもらおうと、高
松幼稚園の年中・年長園児44人が、高松神社境内の
土俵で相撲大会を初めて開催しました。大会に向けて
練習を重ねてきた園児たちは、相撲の歴史や取組の方
法などを教わり、土俵で見せる真剣な取組に、会場か
らは歓声が沸き上がりました。

伝統の「奉納相撲」を初体験

◀練習の成果を発揮して熱戦を繰り広げた

11/ ６

野球をしている市内の小中学生を対象としたメンタ
ル講習会が、池新田公民館で開催されました。ジャイ
アンツアカデミーでコーチをしている松下舞子さんを
講師に迎え、試合中に気持ちを落ち着かせる方法や目
標を設定して毎日取り組み続ける大切さなどを話す
と、子どもたちは真剣に耳を傾けました。

心を落ち着かせる方法伝授

◀子どもたちと会話をしながら講演する松下さん

11/ ７

御前崎のビーチを守る勉強会が、市文化会館で開催
されました。近年、遠州灘海岸の砂浜減少により海岸
線が後退し、砂がなくなり岩礁がむき出しになった危
険な状態やウミガメの上陸が減少しているなどの課題
について、住民や環境保護団体、行政など約30人が
参加し、砂浜保護について話し合いました。

御前崎のビーチを守りたい

◀専門分野のグループに分かれ話し合った

同じ朝比奈という地名の縁で、御前崎市と藤枝市岡
部町の「朝比奈」地区の住民22人が、朝比奈公民館で
交流会を開きました。この日は、岡部町朝比奈地区に
伝わる「朝比奈ちまき」作りの講習会が実施され、保存
会のメンバーがもちつきをした後、一緒に丸めながら
交流を深めました。

「朝比奈」住民がちまき作り

◀ツバキの灰から取ったあくで黄色く染まったもちを丸める

11/ ９

11/15
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照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９

埋蔵文化財包蔵地
　　　朝比奈城山

朝比奈城山は、下朝比奈字杉山に所在していま
す。牧之原台地が下朝比奈字南谷に向かって張り
出した尾根先端に築かれた平山城で、本

ほんぐるわ
曲輪の標

高は85㍍、地元では単に城山と呼ばれています。
朝比奈城山には、本曲輪を中心に４カ所の小さ
な曲輪があり、尾根を切断する堀切も４カ所確認
できます。北側の麓部分には土塁で囲まれた屋敷
跡があり、高天神衆の一人曽根孫太夫長一の屋敷
と伝えられている曽根屋敷跡が所在していること
から、朝比奈の城山はその詰の城として構築され
たものと考えられます。
曽根孫太夫長一は、第一次・第二次の高天神城
の戦いのとき、本丸の守備についていた寄

より　こ
子と呼

ばれる部将です。普段は朝比奈の自分の屋敷に住
み、屋敷周辺の田畑を経営し、こうした戦いのと
きに、寄

より
親
おや
である高天神城主の小笠原氏

うじ
助
すけ
のもと

に駆け付けました。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
４
号
機

　
　
　
軽
油
タ
ン
ク
を
地
下
化

高天神衆の
　曽根孫

まご

太
だ

夫
ゆう

長
なが

一
はる

の詰の城

市内朝比奈地区
▲横舟西之谷遺跡出土銭

朝比奈城山

朝生ケ谷池
朝比奈温室南団地

◦

朝比
奈川

据え付け作業の様子

軽油タンク陸上輸送の様子

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
軽
油

タ
ン
ク
を
外
部
火
災
や
竜
巻
な
ど

の
自
然
現
象
か
ら
防
護
し
、
原
子

炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
地
下
化
す

る
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ン
ク
の
軽
油
は
、
原
子
炉
施

設
の
外
部
電
源
が
喪
失
し
た
際
に

自
動
起
動
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
軽
油
タ
ン
ク
6

基
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

浜
岡
原
子
力
発
電
所
へ
搬
入
さ

れ
、
地
下
に
作
ら
れ
た
タ
ン
ク
室

へ
順
次
据
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
軽
油
タ
ン
ク
６
基
分
の
容
量
は

７
２
０
㌔
㍑
で
、
こ
れ
は
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
の
１
週

間
分
の
燃
料
に
相
当
し
ま
す
。
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文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　０５３７�８１８１

大西暢夫／アリス館

朝
食
に
誘
っ
て
く
れ
る
小
鳥
の
声
と
木
漏
れ
日
で
す�

鈴
木　

美
穂

「
希
望
の
か
が
や
き
」
孫
と
一
緒
に
唄
う
秋
の
夜
静
か�
鈴
木　

美
穂

茄
子
ブ
ラ
リ
ブ
ラ
リ　

秋
風
の
中
で
馬
に
な
る�
増
森
き
く
江

捨
て
き
れ
な
い
思
い　

山
の
度
に
置
い
て
行
く�

増
森
き
く
江

朝
焼
け
膨
ら
ん
で
い
く
心
か
ら
動
き
出
す�

小
野
田
重
代

つ
ん
ざ
く
声　

冬
鳥
に
体
温
奪
わ
れ
た�

小
野
田
重
代

大
地
知
ら
な
い
野
菜　

神
は
宿
る
か�

増
田　

葉
子

娘
に
バ
ト
ン　

母
似
の
欠
点
長
所
に
変
え
る�

増
田　

葉
子

真
夜
中
の
目
覚
め　

オ
リ
オ
ン
私
の
上
に
降
り
て
く
る�

山
本　

英
子

闇
の
ド
ラ
マ
重
く
な
っ
た
目
の
奥
か
ら
始
ま
り
出
す�

山
本　

英
子

リ
ン
ゴ
抱
く
青
春
の
胸
が
と
き
め
き
出
す�

中
嶋
み
ど
り

散
る
落
ち
葉
に
ほ
っ
と
し
た
穏
や
か
さ
で
す�

中
嶋
み
ど
り

ほ
の
か
に
照
ら
す
ホ
タ
ル　

亡
父
と
一
緒
で
す
か�

長
尾
美
喜
子

し
な
や
か
に
生
き
た
い
私　

コ
ス
モ
ス
揺
れ
る�

長
尾
美
喜
子

縁
の
下　

コ
オ
ロ
ギ
と
私
の
居
場
所
で
す�

長
尾
美
喜
子

秋
の
空　

大
き
く
平
和
と
書
い
て
み
る�

栗
林　

純
子

し
な
る
竹
に　

真
の
強
さ
貰
う�

栗
林　

純
子�

台
風
被
害　

秋
が
戸
惑
っ
て
い
る
玄
関
先�

鈴
木　

喜
夫�

秋
虫
が
昔
の
声
で
鳴
く　

幼
き
日
へ
戻
っ
て
い
た�

鈴
木　

喜
夫�

ふ
し
く
れ
の
指　

落
ち
葉
に
な
っ
て
い
く
文
字
を
書
く�

鈴
木　

喜
夫

●一般
○戦場中毒（著者／横田徹）
○ウォーク・イン・クローゼット（著者／綿矢りさ）
○ごてやん（著者／稲盛和夫）
○大空に賭けた男たち（著者／杉本貴司）
○御朱印でめぐる鎌倉の古寺（著作／「地球の歩き方」編集室）
○家づくりの裏ワザアイデア図鑑（著者／ソフトユニオン）
○ニワトリと暮らす（著者／和田義弥）
○抹茶の和みおやつ（監修／林幸子）
○バラの折り紙（著者／佐藤直幹）

●子ども
○オオサンショウウオみつけたよ（ぶん／にしかわかんと）
○走れ！みらいのエースストライカー（作／吉野万理子）
○わたしたちのくらしと日本国憲法（文／市村均）
○紙ひこうきクラフトスクール（著／クリストファー・L・ハーボ）
○リクと白の王国（著者／田口ランディ）
○マジック少年マイク（作／ケイト・イーガン　訳／樋渡正人）
○パディントンのマーマレード迷路（さく／マイケル・ボンド　やく／木坂涼）
○おはよう！しゅうしゅうしゃ（作／竹下文子）
○リュックちゃんです。（さく・え／とよたかずひこ）

竈河岸－髪結い伊三次捕物余話－
　伊三次が仕える不破友之進の息
子・龍之進も、自らの小者を持つ
ことに。真っ先に頭に浮かんだの
は、かつて誘拐の下手人として追
いながら、ついに捕えられなかっ
た男だった…。11月に乳がんで亡
くなった著者の、人気シリーズ第
14弾。

宇江佐真理／文藝春秋

ここで土になる
　ダム建設にゆれた村。村人が全
員ひっこしていっても、おじいさ
んとおばあさんは変わらず、動か
ない。畑を耕し、次世代のために
と、畑の石をひろい続けている。
その姿を、大銀杏の中でなくなっ
たというお坊さん「安心」になぞら
え、描く。
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ますだ　つよみ（62・上朝比奈）
株式会社やまま満寿多園代表。地元の小学生の
手摘み体験や工場見学にも力を入れている。

日
本
一
の
天
皇
杯
に
輝
く

７
月
の
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

こ
と
し
の
農
林
水
産
祭
で
市
内
初

と
な
る
最
高
賞
の
天
皇
杯
に
輝
い

た
や
ま
ま
満
寿
多
園
。
生
産
・
加

工・販
売
を
地
元
農
家
と
連
携
し
、

緑
茶
を
海
外
へ
輸
出
す
る
取
り
組

み
を
20
年
以
上
も
前
に
始
め
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
同
月
に

開
か
れ
た
第
43
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

茶
の
共
進
会（
深
蒸
し
煎
茶
の
部
）

で
は
、
お
茶
の
品
質
で
も
農
林
水

産
大
臣
賞
に
輝
き
、
代
表
の
増
田

剛
巳
さ
ん
は「
喜
び
と
と
も
に
責

任
の
重
さ
を
感
じ
る
」と
語
っ
た
。

お
茶
を
自
ら
の
手
で
届
け
た
い

「
昔
は
、
ほ
と
ん
ど
の
茶
農
家

で
は
生
産
し
た
お
茶
を
荒
茶
へ
加

工
す
る
ま
で
で
、
自
分
で
売
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
お
茶
に

自
信
を
持
ち
、
自
ら
お
客
さ
ん
に

届
け
た
か
っ
た
」
と
話
す
増
田
さ

ん
は
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫

し
て
行
う
た
め
、
25
歳
で「
や
ま

ま
満
寿
多
園
」を
立
ち
上
げ
た
。

し
か
し
、
販
売
経
験
が
乏
し
く

無
名
だ
っ
た
増
田
さ
ん
の
お
茶

は
、
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。
頭
を

悩
ま
せ
る
日
々
が
続
い
て
い
た
と

き
、
知
人
に「
北
海
道
で
お
茶
を

売
っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
、
そ
こ
で
の
販
売
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
紹
介
や
口
コ
ミ
で

徐
々
に
販
売
量
が
増
加
し
た
。

販
売
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
10

年
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ

で
の
販
売
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込
ん

で
き
た
。「
戸
惑
っ
た
け
れ
ど
、
う

ち
の
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
な

ら
挑
戦
し
た
い
」
と
の
一
心
で
輸

出
を
開
始
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
台
湾
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
国
へ
緑
茶
が
流
通
し
始
め

た
矢
先
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
風
評
被
害
で
輸
出
量
は
激
減

し
た
。
増
田
さ
ん
は
世
界
中
を
飛

び
回
っ
て
日
本
茶
の
信
頼
回
復
に

努
め
、４
年
９
カ
月
が
過
ぎ
た
今

で
は
27
の
国
と
地
域
に
輸
出
が
拡

大
し
た
。

日
本
の
緑
茶
を
味
わ
っ
て

「
食
文
化
の
変
化
と
と
も
に
日

本
人
の
お
茶
離
れ
が
進
ん
で
い
る

の
が
残
念
」
と
話
す
増
田
さ
ん
。

「
日
本
の
伝
統
で
あ
り
健
康
効
果

が
あ
る
緑
茶
を
、
日
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
中
の
人
に
も
飲
ん
で

ほ
し
い
。
今
後
も
地
域
に
貢
献
し

な
が
ら
、
お
茶
作
り
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

御
前
崎
の
茶
業
の
さ
ら
な
る
発

展
に
期
待
し
た
い
。

増田剛巳 さん
海外に通用するお茶作りで日本一に
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個人番号カードを使うと
証明書がコンビニで取得できます！

平成28年４月から
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

　御前崎市は、平成28年４月１日から、全国のコンビニエンスストアにおいて、個人番号カード（マイナンバー
カード）を利用して多機能コピー機で住民票の写しや印鑑登録証明書などを取得できる「コンビニ交付サービス」を	
スタートします。

「個人番号カード」と「利用者証明用電子証明書」の利用登録が必要です。

◇対象者
御前崎市に住民登録のある人
※外国人住民も対象。

◇利用時間
午前６時30分～午後11時
（12月29日～１月３日を除く）

◇コンビニ交付サービス実施店舗
全国のセブン・イレブン、ローソン、サークル K
サンクス、ファミリーマート

取得できる証明書
○戸籍全部・個人事項証明（戸籍謄抄本）
○戸籍の附票の写し
○住民票の写し
○印鑑登録証明書
○市・県民税（所得・課税）証明書
※戸籍関係の証明書は、本籍と住所の両方
　が御前崎市にある人のみ発行できます。

個人番号カードの申請方法は、通知カードに同封されている案内をご覧ください。

住民票

個人番号
カード住　　所　静岡県御前崎市

　　　　　池新田 5585 番地

氏　　名　なみまる

生年月日　平成○年７月３日　　性別　男
20XX 年◆月●日まで有効

12340123456789ABC

個人番号カード

コンビニ交付サービスを利用するには

教えて！マイナちゃん！

証明書を交付

印鑑登録
証明書

通知カードに個人番号（マイナンバー）
が書いてあるけど、個人番号カードは
必ず申請しないといけないの？

コンビニで証明書を取得したいけれ
ど、個人番号カードの申請手続きに
はどれくらいの時間がかかるの？

個人番号カードは、本人確認のための
身分証明書として使えるほか、さまざ
まなサービスに利用することができま
す。申請は任意ですが、個人番号は生涯
にわたって必要になる重要な番号です。通知カード
はなくさないように大切に保管しましょう。

平成28年１月以降に交付が始まります
が、申請から発行までの期間は混雑具
合によって変わるため、明確な回答が
できないのが現状です。発行にはある程
度時間がかかるため、コンビニ交付サービスの利用
を検討している人は余裕を持って申請しましょう。

サインパネル領域
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人　口 33,631（ー26）
男　 17,011（ー15）
女　 16,620（ー11）
世帯数 11,848（ー13）

（平成27年11月末日現在の速報値）

新野地区には、新野左馬助
公を慕い、地域振興と産業の
発展のために活動している新
野左馬助公顕彰会がありま
す。会員は80人を超え地元
でも愛されてる様子がうかが
えます。また、地域の活動が
活発な地区で、史跡を巡るハ
イキングなどを開催したりし
ています。

　今回の特集「新野左馬助
公」。名前を聞いたことはあ
りましたが、どんなことをし
た人か知りませんでした。広
報という仕事は話を聞いた
り、調べたりすることが多い
のでとても勉強になります。
ドラマは直虎中心に描かれま
すが、その背景には、いくつ
ものストーリーが存在してい
て歴史の歯車は回っているん
だと感じました。
　今年も残すところあとわず
か。あっという間の８カ月。
いい年で締めくくれるようラ
ストスパートですね。	 　T

があります。お心当たりのある人
は、至急ご連絡ください。
対象ワクチン　ヒトパピローマウ
イルスワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチン
照会　独立行政法人医薬品医療機
器総合機構　
　☎０１２０（１４９）９３１
　　(フリーダイヤル )

榛南・南遠広域都市計
画の変更案縦覧
　「榛南・南遠広域都市計画　都
市計画区域の整備、開発及び保全
の方針の変更」案を自由に閲覧で
きます。変更案にご意見のある人
は、意見書を提出できます。
期　間　平成28年１月８日㈮～22日㈮
　８時30分～17時（土日祝を除く）
場　所　都市建設課および静岡県
都市計画課
意見書提出先　都市建設課または
静岡県都市計画課へ郵送または
持参
提出期限　平成28年１月22日㈮
17時15分（必着）
照　会　都市建設課
　☎０５３７�１１２２

募　集 
invite information

市民農園で野菜作りを
気軽に楽しもう
　市民農園では、平成28年度の
参加者を募集しています。市民農
園には、道具や肥料、種の用意が
いらず、講師が種まきから収穫ま
でサポートしてくれる農業体験区
画と、自由に栽培ができる市民農
園区画があります。自分で作った
新鮮な野菜を収穫する喜びを味わ
ってみませんか。
場　所　道の駅風のマルシェ御前崎西側

募集締切　平成28年３月４日㈮
応募方法　御前崎市市民農園使用
申請書（農林水産課またはホー
ムページで入手可能）を提出。
申し込み・照会　農林水産課
　☎０５３７�１１２５

平成28年度からの農業
委員などを募集します
　平成28年４月からの農業委員
および農地利用最適化推進委員を
募集します。農家はもちろん、農
業行政に関心のある人は、ぜひご
応募ください。
募集期間　12月18日㈮
　　　　～平成28年１月18日㈪
申込方法　所定の応募書類により
申し込みしてください。
選考方法　審査会により選考
任　期　平成28年４月18日～３年間
申し込み・照会　農林水産課
　☎０５３７�１１２５

東海アクシス看護専門
学校入学生募集
　平成28年度一般入学試験を実
施します。
募集人数　看護学科男女30人程度
出願締切　12月18日㈮17時必着
試験日程　平成28年１月14日㈭、
　　　　　15日㈮
※願書は、学校窓口で受け取るか
郵送請求も可能です。詳細はお
問い合わせください。
照　会　東海アクシス看護専門学校
　☎０５３８�８１１１

防衛省では貸費学生を
募集しています
申込期限　平成28年１月８日㈮
照会　自衛隊静岡地方協力本部袋
井地域事務所
　☎０５３８�３７１７
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お知らせ 
information

新成人の門出を祝う�
成人式１月10日開催
　案内状は平成７年４月２日～平
成８年４月１日生まれの人で、平
成27年11月１日時点で御前崎市
に住民票があるか浜岡・御前崎中
学校の卒業生に送付しています。
※住所変更などの理由で案内状が届
かない場合は、ご連絡ください。

日　時　平成28年１月10日㈰
� 受付…９時～　開式…10時
場　所　御前崎市民会館
照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

婦人科がん検診追加日
程のお知らせ
　市では、２年に１度、乳がん・
子宮頸がん検診を行っています。
当初予定していた検診期間は終了
しましたが、まだ、検診を受けて
いない人を対象に追加の検診日程
を設けました。この機会にぜひ受
診してください。
検診期間　平成28年２月29日㈪まで
検診機関　市立御前崎総合病院
対　象　40歳以上の偶数年齢（平
成27年４月１日現在）の人で、今
年度婦人科がん検診未受診の人
費　用　乳がん1500円
　　　　子宮頸がん1000円
申込締切　１月末（定員になり次第締切）
予約・照会　国保健康課
　☎０５３７�１１７１

家屋を取り壊したら連
絡してください
　来年の課税に向けて家屋の取り
壊し処理を適切に実施するため、
平成27年中に家屋を取り壊した

場合はご連絡ください。
※すでに連絡済みの人は不要です。
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

太陽光パネルは償却資
産のため申告が必要
　家屋の屋根や遊休地などに設置
された事業用の太陽光発電設備
は、固定資産（償却資産）の申告対
象となるため、対象者は償却資産
の申告をしてください。平成27
年から新規に発電事業を開始した
人には申告書を郵送しますので、
ご連絡ください。
※個人の住宅用として設置された
太陽光発電設備も10キロワッ
トを超える場合は申告対象とな
りますので、ご注意ください。
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

年末年始は計画的に�
ゴミ出しをしましょう
　年末は、大掃除で出たごみを環
境保全センターに搬入する人が増
え、大変混み合います。年末年始
は環境保全センターの休業日があ
るため、早目に搬入しましょう。
また、ごみステーションにごみを
出す場合も、ごみの量が多くなっ
て散乱することのないようにマナ
ーを守ってごみを出しましょう。
営業時間　８時30分～12時、
　　　　　13時～16時30分
休業日　12月29日㈫～１月３日㈰
照　会　環境下水道課
　☎０５３７�１１２６

遠江歴史文化ネットワ
ーク共催パネル展開催
日　時　12月18日㈮
　　　　～平成28年1月10日㈰

内　容　遠江の12市町が協力し
て、徳川家康没後四百年を記念
した、家康ゆかりの名所や旧跡、
伝説の地を紹介するパネル展を
開催します。
場　所　市立図書館本館
� ２階ギャラリー
照　会　社会教育課
　☎　０５４８�１１２９

静岡県の古墳時代の実
像を探る巡回展を開催
日　時　12月18日㈮
　　　　～平成28年１月17日㈰
場　所　市立図書館本館２階展示室
内　容　静岡県が保有する文化財
の中から、古墳の副葬品をクロ
ーズアップして、鏡や甲冑、馬
具をはじめとした金属器を中心
に展示公開します。
照　会　静岡県埋蔵文化財センター
☎　０５４(２６２)４２６１

出張がんよろず相談を
ご利用ください
日　時　平成28年２月２日㈫
　　　　13時～16時 ( 要予約 )
場　所　掛川市徳育保健センター
内　容　専門スタッフによる対面相談
予約受付　平成28年１月12日㈫
� ～22日㈮８時30分～17時
� ※先着５人
予約・照会　静岡がんセンター�よろず相談
　☎０５５（９８９）５３９２

子どもの定期予防接種
副作用被害の救済制度
　平成25年３月31日までに、市
の助成により以下のワクチンを接
種し、接種後に何らかの症状が生
じて医療機関を受診した人は、接
種との関連性が認定されると、医
療費・医療手当が支給される場合
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～赤緑色の栄養
＋ 1品～

サツマイモの豚
肉巻き ▶１人分=219kcal

赤：体をつくる　黄：エネルギーのもとになる　緑：体の調子を整える

豚肉(薄切り)		 	10枚（200㌘）
サツマイモ…中１本（300㌘）
炒め用油		 	大さじ１
小麦粉		 	適量
しょうゆ		 	大さじ１
みりん		 	大さじ１
【添え野菜】
サンチェ		 	４枚
ブロッコリー		 	１/２株
プチトマト		 	８個

材料（４人分）

}A

1サツマイモは５㌢の長さの棒状に
切り、竹串が通る位の固さに煮る。

2豚肉を広げ、サツマイモ２～３本
を巻き小麦粉を薄くまぶす。

3フライパンに油を熱し、2の巻き
終わりを下にして並べて焼く。

4焦げ目をつけながら全体を焼き、
豚肉に火を通す。混ぜ合わせたA
を回しかけて全体に照りよくから
める。

5野菜を添えて盛り付ける。

12

澤
さわ

入
いり

愛
あい

菜
な

ちゃん１歳
（大山区）

松
まつ

下
した

カナちゃん１歳
（中町）

伊
い

藤
とう

翔
しょう

星
せい

くん２歳
（白浜区）

沖
おき

日
ひ

香
か

梨
り

ちゃん３歳
（門屋）

匂
さぎ

坂
さか

瑞
みず

季
き

ちゃん１歳
（合戸）

鈴
すず

木
き

珂
か

七
な

太
た

くん１歳
（大山）

岡
おか

本
もと

流
り

空
く

くん１歳
（本町）

かわいい笑顔を募集します。

対象：２月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：１月４日㈪、５日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（応募多数の場合は写真が小さ

くなります）

◆申込先：市役所秘書
政策課

� �☎０５３７�１１６
１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

放
送
さ
れ
る
よ
！


